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先週のロータリークイズの答え

10月は職業奉仕月間です。

今月（10月）の満月の日はいつでしょう？

Ａ.10／７　Ｂ.10／10　Ｃ.10／12

NO.14

会長挨拶　土屋闊正

※やむを得ず欠席される方は、
　午前10時までにご連絡下さい。

会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

62名 60名 54名 90.00％ 100％
●欠席者（６名）
　林　準君・井口修一君・勝又敏雄君・芹澤正明君・戸栗太平君
　山内強嗣君

10月５日の出席報告 ９月21日のメーキャップ

10月５日のスマイル

●例　会　場／駿富苑

●開 会 点 鐘／18：00

●ロータリーソング／奉仕の理想

●内　　　容／観月会
　　　　　　　親睦活動委員会
●会 員 慶 事
★会員誕生日
　10/14　豊山　篤君 
　10/17　勝又　洋君 
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★次回10月19日（1963回）の例会★

12:30点鐘　米山月間に因んで　米山委員会

vol.14今　週　の

★夫人誕生日
　10月12日　林　　準君 夫人 美千代様 
　10月13日　勝又敏雄君 夫人 美津代様 
★結婚記念日
　10月15日　鈴木崇司君・三千代様 ご夫妻 　
　10月15日　田代博久君・二三代様 ご夫妻

９月８日　裾　野　勝又　敏樹君
９月15日　長　泉　渡辺　　巌君

９月22日　裾　野　渋谷　一君

　10月１日は総務省統計局による［事業所及び企業の統計調査］の日でした。この

調査は、昭和22年に開始され、23年以降は３年ごと、57年以降は５年ごとに行われ

ています。このたび実施する平成18年調査は、平成13年以来の大規模調査になります。

　この調査の目的は、事業所及び企業の産業、従業者規模等の基本的構造を全国及び地域別に明らかに

するとともに、各種標本調査実施のための母集団情報となる名簿を整備する国の最も基本的な統計調査

です。その結果は、国や地方などの経済施策や雇用対策、交通対策や防災計画など、日本経済や身近な

施策の基礎資料として活用されます。

　さて、今月は職業奉仕月間であります。

　本日は企業訪問のため移動例会となりました。職業奉仕委員会の水口委員長に企画していただき、

中外製薬㈱富士御殿場研究所を訪問させていただいております。

　富士御殿場研究所は1987年６月に駒門工業団地に開設されてから約20年、500人の社員で抗体研究や

創薬研究等をされております。

　今日は最先端の医薬研究の現状を勉強させていただくことを大変楽しみにしております。どうぞ宜し

くお願い申し上げます。

■来週10月12日より御殿場の水源に相当する国有林42haを借りた｢キリン
　水源の森活動｣を開始します。50年の長期契約でじっくり取り組みます。

狩野住夫君



○例会日/木曜日
○例会場・事務局/YMCA東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

○会　　　長/土屋　闊正

○幹　　　事/勝又　博文

○会報委員長/斉藤　礼志ロータリークラブ
御殿場

★その他
１.創立40周年記念例会 第3回実行委員会を開催す
る。それまでに、各部会を開催して、内容を充分に
つめておく。
日　　時　平成18年10月17日（火）19：00より
会    場　ＹＭＣＡ東山荘
協議事項　各部会より進捗状況の報告
　　　　　部会間の調整

幹事報告　勝又博文君

皆出席（皆出席（2727年間）年間）
深沢昭三君深沢昭三君

お誕生日おめでとうお誕生日おめでとう
土屋義明君土屋義明君

皆出席（27年間）
深沢昭三君

お誕生日おめでとう
土屋義明君

中外製薬㈱富士御殿場研究所 研究本部 研究業務推進部　課　長　本間憲夫様

　中外製薬（株）富士御殿場研究所は、

1987年の開所以来本年で約20年を

むかえます。当初は約200名のスタッ

フでしたが、他の研究所との統廃合

により現在は約500名になりました。

2002年に新たな研究施設を増設、またスイスのロッシュ

社と合併致しました。研究部門においては、中外独

自で行われており、ロッシュ社の支配下に置かれて

いるわけではありません。それぞれの得意分野で研

究が進められております。現在当研究所では、主に

生物製剤、抗体製剤、腎疾患等の研究が行われており、

この分野におきましては日本のメーカーの中ではトッ

プレベルにあります。また鎌倉にも研究所があり、

そちらでは約200名のスタッフで癌等の研究が行われ

ております。

　本日は中外製薬の会社の概要説明ではなく、皆様の

関心のあるインフルエンザの治療薬である「タミフル」

について映像をまじえて少しお話をしたいと思います。

　「タミフル」はスイスロッシュ社の開発によるもので、

国内では当社が販売元となっています。インフルエン

ザはウイルスによるもので、飛沫感染をいたします。

咽頭などから進入したインフルエンザウイルスは粘

膜細胞に取り付き、増殖します。特に気をつけなけれ

ばならないのは次の様な人です。　

１．65才以上の高齢者の方

２．免疫力が弱っている方

３．幼児（10才くらいまで）

４．慢性疾患（特に呼吸器・心腎疾患）の方

　インフルエンザにかかると、他のカゼとは違い、高熱、

寒気、全身のだるさ、食欲不振、腹痛、嘔吐、下痢などの

重い症状がでます。タミフルはウイルスが体内で増殖

するのを阻止します。しかし発病してしまったら効果

はありません。感染後、２日以内に服用することです。

３日以上経つと効果は期待できません。インフルエン

ザにかかったかどうかの判断は難しいので、地域で感

染か、流行しているようであれば早めの受診が大切で

す。抗生物質はウイルスには効果がありません。これ

から期待されるのは、抗体製剤で増殖を防ぐことです。

その研究も今行っております。

　薬の開発には約20年の歳月と100億円以上の開発経

費がかかります。中外製薬とロッシュ社との合併は、

新しい医薬の開発をお互いに円滑に行うためのもの

であり、さらにより良い医薬品を開発していくことが

中外製薬の使命と考えております。


